





















  A continuación del volumen anterior, aquí presentaré una versión japonesa del Arte de 
la lengua japona de Melchor Oyanguren de Santa Inés （México, 1738）, editado por Otto 

































































































に ） ま た は có（ こ う ），casanete（ 重 ね て ），
cacunogotoquaru（かくの如くある）または cacunogotoqu aru tococoroni16） （かくの如くあると





































































































小辞がある場合は caより zoのほうが多用される。例，Izzucuye Ítaca? — Mexicoye（何処へ




ぬ），docoioromo34） （どこよりも），doco caramo（どこからも），donaritomo xeyo（どなりと申




























Isasacamo zonjenu（些かも存ぜぬ）または Isasacamotte zonjenu（些かもって存ぜぬ），Yauaca 
naro（やわか成ろう）38） など。
　chicurito（ちくりと），chicuchicu（ちくちく）または chicuchicuto（ちくちくと），chocchoto































にするには zo（～ぞ）か ca（～か）を追加するか，両方を追加する。しかし，若者は ya（～



































































　同じことは uchi（内）にも当てはまる。例，ieno uchi（家の内），Mairanu uchini（参らぬう
ちに）など。すべての文は属格を要求する。例，voya cono aida（親子の間），Futarino aifaga 














　ラテン語の前置詞 “super”「～の上に」や “supra”「～を越えて」または “superne”「上部に」























（副詞形は “interne”「内部に」）に対応する語も uchini（内に）や nainai（内々）などである。例，








以後），mayori nochi（前より後），imayori xiteua（今よりしては）など。ラテン語前置詞 “per”
「～を通じて」，“pro”「～に対して」，“propter”「～によって」に対応する日本語は taixite（対し
て），taixi tamaite（対し給ひて），yotte（よって），uyeyori（上より）である。例，Dios nitaixi 
tatematçuite52） （デウスに対し奉りて），Christo varerani taixerarete（キリスト我らに対せられ




































Sotoye izzuru（外へ出ずる）。その他，tenguai（天外）すなわち tenno foca（天の外），tengue
（天下）すなわち tenno xita（天の下），tenjó tengue（天上天下），tennai（天内）すなわち tenno 










与格を要求する。例，soreni xitagatte（それに従って），Voconomino mamani moxe（お好みの侭
に申せ）など。『物語』の例：nozomino mamani（望みの侭に），sonata xidai（そなた次第），
deqi xidai（出来次第），nozomi xidai（望み次第），ariarito yu（ありありと言う），sonata fodai
（そなた放題）56） など。





るりと）または gururito（ぐるりと）である。例，Gururito curu mazani nauoru（ぐるりと車座
に直る），Curu mazani mauarini, xengo, sayu（車座に周りに前後左右），Xirono uxiroye mauaru
（城の後ろへ回る），xenten meguri（旋転廻り）など。その他『語彙集』参照。前置詞 “penes”
「～の手中に」には sobani（傍に），xidaini（次第に）が該当する。








り出すことができる。例，voyano cataqi（親の仇）または teqi（敵），mufóuo vocono（無法を行
う），mufonjin（謀反人），fattouo somoqu（法度を背く）など。前置詞 “contra”「～に反して」
の意味には cayette（却って），fiqicayete（引変へて）61），chigote（違うて）などが用いられ，









産前），dójen（堂前）すなわち dono maye（堂の前）などがある。例，Maye maye yorino votono 
monogia（前々よりのお殿者じゃ）64），Sonatano maye de gozaru（そなたの前でござる），Saijen
（最前）または Ijen yori mósu gotocu（以前より申す如く），xenjit（先日）すなわち saqino fi（先








































　前置詞 “absque”「～なしに」や “sine”「～なしに」には nacu（～無く），naqute（無くて），
nacuxite（無くして），nanini（何に），no note（～の無うて）などが対応する（第 2巻で述べた











　副詞 nacu67） （なっく）には様々な意味がある。例，Nacu xifataita（なっくし果たいた），
Naccutçuita（なっく着いた）など。前置詞 “clam”「～に隠れて」には cacuite（隠して），
cacurete（隠れて），fizocani（密かに），ninobi68） （忍び），ninobininobi（忍び忍び），ninobi 
yacani（忍びやかに），nuqe nuqeni（抜け抜けに）などである。詩歌語では nijocani69） （密
みそ
かに），




意味する別の語をまとめておく。例，Voncocoromo faya foreforeto natte（御心も早ほれほれと
なって71）：『太平記』巻十八），Dios no minauo motte（デウスの御名をもって）など。その他，
vomote（面
おもて
），ató（阿党）72） すなわち cumi suru tomagara（与する輩）などがある。
　前置詞 “pro”「～によって，～の代わりに」（“per”「～によって」や “ob”「～に向かって」な
どと同じ）には ni（～に）が対応し得る。例，coreuo toxiyeni73） xite（これを取得にして）。
























（遠方），touoqi cata（遠き方）などが相当する。例，yenqió（遠郷）すなわち touoqi sato（遠き
郷），yenqin（遠近）すなわち touoxi chicaxi（遠し近し），toutçufito madouo（間遠）すなわち
aida touoi（間遠い）など。
　ラテン語の副詞 “palam”75） 「公然と，明らかに」には日本語で arauani（顕に），arauarete（顕
れて），aratani（新たに），aqiracani（明らかに），sadacani（定かに），sayacani（さやかに），
funmioni（分明に），cacqirito（かっきりと）などの副詞が対応する。例，sadacani miyezu（定












底）すなわち fino soco（火の底）または fino uchi（火の内）などがある。
第 3章　間投詞について
　間投詞は感情を発露する。感情にも様々あるため，間投詞も様々である。aa（ああ）や aara
















（えい，これにか），Appare qiogonxa cana!（天晴れ，狂言者かな），Couasomo asamaxiya!（こは




yare（やれ）は動詞でもあり，受動動詞の yabure, yabururu, eta（破れ，破るる，破れた）と同




coreuo xeyocaxi（憐れ，これをせよかし）。この例で caxi（～かし）は gana（～がな）と同じで，
感嘆や驚きの間投詞である。他に，Auare coreuafigorono aramaxi gotoga qicoyeta（憐れ，これ
は日頃のあらまし事が聞こえた）。















とい），mo（～も），tomoni（ともに）がその働きをする。例，Blasto Juanto Nagasaqiye ita（ブ
ラスとフアンと長崎へ行った）。tatoi（たとい）という語は文中で前置され，tomo（～とも）は
















Juan ca maire tomoxe（ペドロかフアンか参れと申せ）。caはまた疑問や条件の小辞でもある。
例，Tono sama gozattaca?（殿様ござったか），Cousa maittaca miyo（後車参ったったか見よ）。














で），niyotte（～によって），nanto xitemo（何としても），nanito（何と）または nanito xita coni
（何としたことに），Nanzo iuanya?（何ぞいわんや），Nannen vosuru tomo（何年仰するとも），

















　重厚な文章体ではよく主語が動詞に後置されるため，『懺悔録』では Coreni yotte tanomi 
















Coreuo totte giqini mi ga comono ni vataxe（これを取って直に身が小者に渡せ）。この例で totte
は動詞 tori, toru, totta（取り，取る，取った）の現在分詞で，vataxeは動詞 vataxi, vatasu, vataita

































の た め に謀
はか
ら ず ），Vozeino nacauo zatto 
caqeyabutta（大勢の中をざっと駆け破った），Macatouo itçuvarino yóni caqinaxite（真を偽りの
ように書きなして）など。




名詞は属格で現れるが）。例，Rei naqiua chicuxoni vonaji（礼なきは畜生に同じ），Mainenno 




　多くの過去分詞は奪格で構成される。例，Bumeni canóta fito（武命に適うた人），Bunptni 
taxxitafito（文筆に達した人）など。
　比較級と最上級はラテン語と同様に奪格を要求する（与格のほうが望ましい場合もある）。例，
Acuninra gosacuno monouo gosacuxani vomoi cayuru（悪人ら御作の物を御作者に思ひ換ゆる）91）。
　動詞 sugui, suguru, suguita（過ぎ，過ぐる，過ぎた）は与格と構成される。例，Bunni suguita 






vôjeini caqemuco（一騎大勢に駆け向ふ），Fitonamini fazzuru（人並みに外る），conjó goxó 
tomoni（今生後生ともに）92） など。
　原因の用法。『物語』の例：Soreni yotte, christiano fitamononi fanjo tçucamatçuru（それに依っ


























にサクラメントを授くる），Ecresiauo tenno cunini tatoyuru（エケレジアを天の国に喩ゆる），




















　自動詞の多くは与格を要求する。例 Yerioni tagó（衣料に違ふ），Fitoni ayacaru（人に肖
あやか
る），
Dios ye qibucu xitatematçuru（デウスに帰服し奉る），Mexini xitago（召しに従ふ），Voyani 
tatezzuqu（親に盾突く），Fitono cocoroni tauó（人の心に違ふ）100），Coreua mini ataru（これは

























vomoivomoini fara caqiqitte vyega vyeni casanarifusu（三十人思ひ思ひに腹かき切って，上が上に
重なり臥す）；巻三十三の例：Noborano tçuyuni sodeuo cataxiqite naqiacaxi（のぼらの露に袖を
かたしきて泣き明かし）。
　場合によっては，動詞の単純形でも複合形でも，（上記のように過去分詞として機能する）語
根すなわち現在の価値をもつこともある。『太平記』巻三十の例：Feifeino xitaruno nacani ginuo 
fari（へいへいとしたる中にぎぬを張り）；『発心集』巻四の例：Biuano catachiuo tçucuri vmano 
vouo caqefiqi naraxi（琵琶の形を作り，馬の尾をかけひき鳴らし）。ここで，ラテン語なら絶対
奪格と呼ばれることに留意されたい。日本語ではそうでない場合もあり，格助詞が省略される場
合さえあるからだ。そこで，次の文と動詞の性質に注目されたい。例，Ienga tçuiureba, acuga 
youaru（善が潰ゆれば，悪が弱る）。これらは主格である。





例，Pedroua maittato mosu（ペドロは参ったと申す），Sonozaimocu mina motono gotocufacobi 
cayexeto aru（その材木皆元の如く運び返せとある）など。
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　動詞 iri, iru, itta（要り，要る，要った）は二重の主格を取り得る。例，Core iru cotogia（これ


























fazzureni sumu（町外れに住む），Dorini109） mayo（道路に迷う），Vmini vochi iru（海に陥る），
Cachuni xizzumuru（渦中に沈むる），Batzani nauoru（末座に直る），Fafóno110） tomogara 
gigocuni votçuru（不法の 輩
ともがら




に）など。助詞の ye（～へ）も「どこに」を表すことができる。例，Miyacoye catanauo 
atçurayuru（都へ刀を誂ゆる）。
　ye（～へ）はまた，「どこから」を表す副詞にも用いられる。第 1巻で挙げた受動動詞と用い

































































































65） この例は奪格ではなく対格のはずだが，カスティーリャ語訳は “el sol entra por la ventana”と
なっており，この例の「窓へ」について著者は奪格という理解をしている。
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66） 気力がない。
67） 原文ママ。『日葡辞書』には naccuと出ている。「思いがけず早期に」の意。
68） 原文ママ。xinobiの誤記。
69） 原文ママ。misocaniの誤記。
70） 密かに。
71） 心も夢中になって。
72） 同じ陰謀や悪事をはたらこうとして，同じ徒党に属する者たち。
73） 『日葡辞書』には toriyeniと出ている。「取得」は「きっかけ」の意。
74） 原文ママ。farucaの誤記であろう。
75） 原語は “preposición”となっているが，palamという語は副詞であるため，便宜上ここでは
「副詞」と訳した。
76） 神仏が仮の姿である場所の守護をするなど，本姓の役割を務めていること。
77） 「妬う」の促音便に由来する。
78） 原文ママ。ariyajnayaの誤記（Zwartjes: 10）。
79） すぐさま取ってくれ。
80） ここで著者は tô（等）と接続詞の「と」とを混同している。
81） 原文ママ。aruiuaの誤記であろう。
82） 接続詞で，「一方では」の意。
83） 原文ママ。tadaxiの誤記。
84） これに類したもの。
85） 蛇がとぐろを巻いていたが，急に体がまっすぐになった。
86） 原語は “gerundio”で，これまでは「動名詞」と訳していたが，ここは明らかに現在分詞の機
能について言及しているため，敢えて「現在分詞」とした。
87） 原文ママ。Macotouoの誤記。
88） 原文ママ。saqidatteの誤記（Zwartjes: 10）。
89） 原文ママ。facarazuの誤記（Zwartjes: 10）。
90） 魚の眼は宝石に似ている。
91） 悪人は創造主よりも創造された物を愛する。
92） 現世も後世も。
93） そのため，キリスト教の教えは引き続いて普及するばかりだった。
94） 困難に遭遇する。
95） 原文ママ。curomiの誤記（Zwartjes: 10）。
96） 原文ママ。Fitouaの誤記か。なお，この例は「人が獅子に食われる」の意。
97） 人に罪を着せる。
98） 親の財産を子に譲る。
99） 食料が欠乏する。
100）人の心に合わない。なお，tauóは原文ママで，tagóの誤記である。
101）子に愛情を注ぐ。
102）敵側に心を寄せる。
103）好都合な使いの者。
104）拳固で殴る。
105）～したくもない。
106）困難である。
107）親の財産を相続して。
108）足の方や枕に近寄って。
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109）原文ママ。Doroniの誤記。
110）原文ママ。Fufónoの誤記。
111）断崖絶壁のような高所。漢字は不詳。
112）原文ママ。Canataの誤記。
